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ソフトウェア委員会（委員数 26名／担当：石島常務理事）

委員会の概要：ソフトウェア関連の各種法制度の研究(第1小委員
会)と、ビジネス寄りのテーマの研究(第２小委員会)の二本柱で活動

活動方針：

• WG１-1:主要国のソフト関連発明の権利化

➢特に欧州の審査に関して、他国との比較から、留意点を提言

• WG1-２:ソフトウェア発明の出願意義

➢ ソフトウェア分野において、どのような特許出願が有効であるかを提言

➢投資/リターン、共創シーンへの活用、顕現性、等を検討中

• WG2-1:スマートシティの知財戦略

➢ スマートシティ事例から、各社・各自治体の知財戦略を分析

➢日中都市事例、参加企業事例、OSS等を検討中

• WG2-2:プラットフォーマーのビジネス動向と知財戦略

➢有力プラットフォーマーの成功要因を、知財視点で分析
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その他活動：【知的財産研究所】日中研究事業(特許庁委託)を
国際第３委員会、意匠委員会と連携し対応予定。

➢ ソフトウェア委員会は、テーマ②「ソフトウェア関連技術の特許保護に関
する比較研究」を担当予定。現在有志メンバーで検討中。

アウトプット＆スケジュール

➢現時点では4WGの論説執筆を目標に活動中。3月提出目標。


